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社会経済学の対象は，「社

おいては，経済を自律的な

との関係において運動する

儲けの活動として規定する

含む人々の日々の暮らしの

る。経済を広義の意味にお

会に染めあげられた経済」

運動体として捉えるのではな

ものとして捉えるのである。

のではなく，そのような狭義

基盤を与えるものとして規定

いて捉えること，社会経済学

である。社会経済学に

く，社会の中で，社会

それは経済を単なる金

の意味での経済活動を

することによるのであ

の基本的課題は地球環

境問題であること，更に現

究には，特有の方法が必要

ステム論的思考である。シ

ある。

「機械

代社会は情報社会であること

になる。そのようなものとし

ステム論的思考は現代科学の

論思考」と「有機体論思

から，社会経済学の研

て考えられるのは，シ

理論的成果の一つでも

考」

「機械論思考」とは，現象

みない思考様式のことであ

立つものである。その特徴

（ ）

を独立の要素と因果連鎖に

る。そのような思考様式は，

は，次の四点に纏めることが

分解して相互関係は顧

自己満足的合理主義に

できる。 物と心を分



ける， 物は延長

自然的世界は法

秩序づけられてい

立命館経済学（ 巻特

をその属性としており，物の

則に基づいて運動しており，

る。即ち，自然的世界は，

別号２）

世界が自然的世界を構成する

物質は法則に従って配置さ

「物質の配列」の継起として規

，

れ，

則

正しく運行してい

つの機械体系とし

捉えられた自然的

無からはなにもの

法において探究さ

的方法とされたの

明しうるように要

るのであり，それは因果必然

て捉えられるのである。その

世界においては，現象には原

も生じないとされるのである

れ，数学的方法こそは明証的

である。かくて，機械論思考

素に分解して（要素還元主義

法則によって結び付けられた

ような機械と同様なものとし

因となるべき先行事象があり

。そこでは自然法則は数学的

に真理に至る唯一の正しい学

においては，問題を最もよく

），各要素の諸性質と状態を知

一

て

，

方

問

説

る

ことができれば，

るとされたのであ

デカルトによって

代科学として生成

として確立され，

る分野に入り込ん

世紀に成立し

あらゆる事象の説明がつくと

る。そのような近代科学の思

根拠付けられ， 世紀にニュ

していったのである。 世紀

その思考様式は，単に科学の

だのである。

た従来の経済学は，基本的に

され，全体は部分の総和から

想的基盤は， 世紀にガリレ

ートンによって体系化され，

末において，近代科学は，制

みではなく，人間社会のあら

は「機械論思考」に立脚する

な

オ，

近

度

ゆ

も

のであった。経済

響を受けながら

る（『道徳感情論』

批判的に分析し，

の超克の上に新し

は同じ社会秩序の

学の創始者 スミスの場合

（『諸国民の富』），他方では有機

）。マルクスの場合，機械論思

階級対立の必然性を論定した

い社会を構想し，展望したわ

再生産される論理を示すこと

，一面ではニュートン力学の

体論思考をも残していたので

考に基づきながら資本制経済

のである。しかし，機械論思

けではなかったので，基本的

になってしまったのである。

影

あ

を

考

に

経

済学が機械論思考

は，自然を対象的

ールが可能である

的契機が排除され

経済活動は一元的

（ ）

に基づいたことによって，二

自然として規定し，自然は無

と想定したことである。例え

，同質的な単純労働が価値を

に捉えられたのである。しか

つの問題点が惹起された。第

限であり，人間によるコント

ば，労働価値論においては自

形成するものとして規定され

し，そのことは地球環境問題

一

ロ

然

，

に



社

対して経済学は，本質的に

たのである。第二は，現代

つの概念として確立され，

会経済学の基礎概念（高木）

はそのアプローチに一定の限

社会において，情報が，物質

情報社会が生成してきたこと

界をもつことを意味し

・エネルギーと並ぶ一

の社会発展史における

意味が捉えられなくなって

科学は，相互関連，創発的

関する認識を欠落させてい

然考察には適していたが，

を内包していたのである。

現代社会を機械論思考を

しかし，それは現代経済の

いるということである。機械

特性，不可逆的変化，自己組

たのである。そのために，機

有機的自然や人間社会の考察

背景にもつ理論装置によって

主要な傾向，流れではなく，

論思考に立脚する近代

織，発展（質的）等に

械論思考は，無機的自

に際しては重大な欠陥

考察することは出来る。

現代経済においてはい

わば従属的な位置に退いて

で多元的価値観によって構

一元的な価値観に立脚する

とのできる新たな経済学が

経済学の理論装置の背景に

転換が惹起されることであ

有機体論思考とは，世界

しまっている経済活動に注目

成される現代社会における経

従来の経済学に替わって，多

要請されているのである。そ

おいて，「機械論思考」から

る。パラダイムの転換が必要

を生きた有機体として捉え，

することである。複雑

済を考察するためには，

様な価値観を捉えるこ

れは結論的に言えば，

「有機体論思考」への

だということである。

その世界を自ら動く事

物の世界と捉えるのである

内発的に生じる運動である

成長であると捉えるのであ

アリストテレスは，植物や

して，機能や過程を重視し

念は，非物質的な原因とい

。有機体の運動は外部から与

。即ち，自然それ自体は過程

る。有機体論思考の起源は，

動物の研究に際して，数学的

たのである。アリストテレス

う意味を内包するものであっ

えられるものではなく，

であり，変化であり，

アリストテレスに遡る。

形式は適用できないと

における「発展」の概

たのであり，それは機

械論思考とは決定的に対立

代科学の隆盛は，アリスト

ある。有機体論思考が復活

体論哲学者， ホワイトヘ

の面について，次のように

（ ）

するものであったのである。

テレスの影響を社会全体から

するのは， 世紀になってか

ッドは，自然の発展に含まれ

指摘している。「一面では，

世紀の科学革命と近

払拭してしまったので

らのことである。有機

たメカニズムの二つ

与えられた環境とそれ



に適応する有機体

の見地から見れば

それを利用出来る

立命館経済学（ 巻特

とがある。 世紀末の科学的

，与えられた量の物質があり

わけである。環境が与えられ

別号２）

唯物論はこの面を強調した。

，唯限られた数の有機体だけ

ているということが万事を支

こ

が

配

する。従って科学

の一面は，それは

自らの環境を創造

では殆ど無力であ

体の社会が必要に

る努力に比例して

ある。道徳を無視

の切り札は〈生存競争 と

閑却されているが，創造性と

することができる。この目的

る。それを果たすに充分な力

なる。しかし，そのような協

，環境は進化の道徳的様相全

して機械論思考に依拠して対

〈自然淘汰 であるとされた。

いう言葉で表される。有機体

のためには唯一個の有機体だ

を得るためには，協働する有

働が行われれば，又それに代

体を改変する柔軟性を持つの

象を考察しようとする限りは

他

は

け

機

わ

で

，

自然科学のみなら

情報科学の発達

量の情報が高速度

ず，社会科学も独善性に陥る

情報概念の

とコンピューターの利用を中

に生産，加工，処理，操作す

のである。

確立

心とする情報革命によって，

ることが可能となっている。

大

情

報によって経済・

激に変革しつつあ

しかし，それが一

部面に徘徊するよ

においては，経済

形のない「情報」

社会における活動のあり方が

るのである。情報そのものは

つの概念として確立され，い

うになったのは， 世紀の後

・社会の活動の中心が物の製

へと転換しているのである。

，量においても質においても

，極めて古くから存在してい

わば「妖怪」のごとく社会の

半以降のことである。情報社

造を主とする工業から抽象的

社会的に流通するものが，手

急

た。

全

会

で，

に

触れ，形を確かめ

激，即ち，「情報

基本的なところで

源ではなく，物質

されるに際しての

（ ）

ることのできる「物質」の他

」をも含むようになっている

動かしているのは，石油や石

的存在に規定されない情報

主要な契機となったのは，

に，無形の感覚的・神経的な

のである。現代の経済・社会

炭などの存在の限られた物的

なのである。「情報科学」が形

「コンピューターのプログラ

刺

を

資

成

ム



社

内蔵原理の発明」（ 年，

シャノン）， 「サイパネ

それらは 世紀の中頃に相

会経済学の基礎概念（高木）

フォン・ノイマン）， 「情報

ティックスの成立」（ 年，

次いで確立されたのである。

理論の成立」（ 年，

ウィーナー）であり，

情報が一つの概念として

が可能になったことによる

報）は，極めて一般的であり

い。定量的情報のみが一面

計量化思想に一面化された

経済学において問題にさ

形成されるものであり，い

確立するのは，情報が「量」

ものである。しかし，情報の

，経済学における情報の規

的に強調されるならば，情報

世界として現象することにな

れる情報は，人間と自然，或

ずれも，人間によって生み出

として，定量的な把握

定量的規定（物理的情

定としては適切ではな

社会は，機械論思考，

る。

は人間と人間との間で

されるものである。そ

の場合には，情報の意味内

れる事柄，知らせの内で，

のが情報なのである。それ

報（意味的情報）の二側面に

についての認識が，定量的

的な情報概念の確立をいう

情報を機能の面において

容と伝達が重要になる。人間

伝達された人間の意思決定に

故，経済学における情報は，

おいて捉えられねばならない

把握から定性的把握にまで進

ことができるのである。

捉えると，認知・評価・指令

と人間との間で伝達さ

一定の影響を与えるも

定量的情報と定性的情

のである。情報現象

むことによって，本来

の三つに区別すること

が出来る。認知情報は，知

情や価値判断，意思や計画

するものである。情報処理

である。それらは情報処理

行為論としては全く異なる

次元のレベルにおいて捉え

覚や事実判断，報道や知識で

立案であり，指令情報は，自

とは，これらの情報を，伝達

の基本的な三つの局面である

次元に属するものであるが，

られるのである。

あり，評価情報は，感

らなすべき行動を表示

・貯蔵・変換すること

。認知・評価・指令は，

情報においては，同じ

情報を二つの意味におい

報を問題にする場合，極め

る商品数量と価格総額とい

アルタイムに収集可能であ

あり，意味的（質的）情報で

（ ）

て捉えることの重要性は，市

て重要である。第一は，市場

う量的情報であり，それは情

る。第二は，「場」の特有な

ある。この意味的情報を如

場において発生する情

において取り引きされ

報社会においては，リ

囲気といったもので

何に捉えるのかによっ



て，夫々の経済主

通して収集される

情報」である。
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体の活動が大きく相違して

情報（素情報）と，市場全体

システムによって得られ

別号２）

くるのである。 システム

の 囲気を伝える情報が「場

る情報は，過去の販売結果の

を

の

デ

ーターである。そ

ものではあるとは

は，経済主体の

個々の企業が生産

る。「場」の情報

である。

の情報自体は，将来の販売に

いえ，限界を持つものであ

「場」における身体的媒介に

計画を策定するに際して極め

とは，現場に居合わせること

ついて一定の手掛かりを与え

る。これに対して，「場」の情

おいて捉えられるものであり

て重要な役割を果たすもので

によって体得される情報のこ

る

報

，

あ

と

システムとは，

れは本来，「一緒

相互作用し合って

て基本的に性格を

システムとは

「ある性質に関して相互関連

に纏まってある」ものであり

いる全体のことである。シス

異にする二種類のものがある

何か

をもつ要素の集合」である。

，システムを構成する各要素

テムには，環境との関係によ

。「閉鎖システム」と「開放シ

そ

が

っ

ス

テム」である。閉

の特徴は，熱力学

無秩序の状態へと

ギーの流れがなく

るシステムである

は存在しない。開

鎖システムとは，環境と関係

の第二法則（エントロピー増

非可逆的に移行することであ

，エントロピーが極限まで増

。そこにあるのは，定常状態

放システムは，熱力学の第二

を持たないシステムであり，

大法則）に従って秩序の状態か

る。そこでは環境からのエネ

大し，均衡状態に達して休止

であり，変化，発展という概

法則に逆らって，秩序から秩

そ

ら，

ル

す

念

序

へと秩序化を押し

概念は，「情報」

高次化するに伴っ

あるが，そのため

が要請されるので

（ ）

進めるシステムである。開放

と「フィードバック」である

てシステムの存続と自立性を

に情報がフィードバック過程

ある。情報社会が歴史的に一

システムにおいて必要とされ

。開放システムは，システム

保持することを問題にするの

を通じて独自の役割を果すこ

つの発展段階を画するものと

る

が

で

と

し
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て捉えるということは，シ

としていたのである。

社会システムとして見れ

会経済学の基礎概念（高木）

ステム分析が重要性をもつに

ば，「閉鎖システム」は，近

至るという認識を前提

代社会が成立する以前

の共同体をその例として挙

れていることが大きな特徴

めに，互酬，再分配，交換

ある。これに対して，「開放

いる近代社会における市場

すれば，計量化の傾向が社

も社会的行為も一元化して

げることが出来る。そこでは

である。共同体社会では，共

の諸行為がバランスを保つこ

システム」は，社会から経

経済がその実例である。市場

会全体に及ぶものであること

捉えられることになるのであ

経済が社会に埋め込ま

同体の維持と存続のた

とが必要とされたので

済が突出して展開して

経済は，その理念から

によって，経済的行為

る。いわゆる経済のグ

ローバル化は，市場経済の

テムが維持され，発展が可

開放し，開放しながら閉鎖

更に，システム論には，

論と有機体論的システム論

に依拠し，人間を機械化し

は技術優先社会が展望され

この傾向を捉えたものである

能であるためには，システム

することが必要である。

その理論的背景の相違に対応

が存在する。機械論的システ

無価値化する方向を目指すも

ることになる。これに対して

。とはいえ，社会シス

としては閉鎖しながら

して機械論的システム

ム論は，要素還元主義

のであり，その将来に

，有機体論的システム

論は，生体システムを対象

互の連関性において存在し

おいてその特殊性，「生きて

領域においてシステム論と

であった。有機体論的シス

って定式化された。それは

とするのであり，システムは

ているものとして規定し，シ

いる状態」を解明するので

して問題にされたのは，機械

テム論は， 年代後半，

機械論的システム論を内部に

，その構成諸要素が相

ステムの「全体性」に

ある。従来，経済学の

論的システム論が主流

ベルタランフィによ

包摂することによって，

諸科学を統一する「一般シ

（ ）

ステム理論」としての定式化でもあったのである。
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システム論の基

別号２）

本概念

社会は，本質的

体においてはあた

みなすことができ

体論的システム論

階層性， サイ

開放システム

には個人の集団において構成

かも生き物のように活動して

る。経済社会を対象とするシ

である。そこで要請される基

バネティックス原理，の三つ

。開放システムの特徴は，環

されているのであるが，その

いるのであり，一種の有機体

ステム論は，その意味では有

本的概念は， 開放システム

である。

境との間にエネルギーと物質

総

と

機

，

を

交流し，常に自己

持続的にエネルギ

りしながら，定常

諸活動によってエ

る機能が存在して

ントロピー減少機

存在することであ

の全体性を維持させるるこ

ーと物質の入力と出力を行い

，均衡状態を保持しているこ

ントロピーが増大するが，他

いることによって，秩序化と

能とは，フィードバック・ル

り，しかもその様式は，複雑

とにある。「生きている」とは

，諸要素を組成したり破壊し

とである。そこでは，一方で

方ではエントロピーを減少さ

組織化が進むのである。その

ープと一定の情報の反応様式

で，重層構造をもって結合し

，

た

は

せ

エ

が

合

っているのである

て，システムは全

システム」は，シ

同時に，それの散

で）をも行うこと

階層性。生体

。情報のフィードバック・ル

体性と構造性を備えること

ステム内で非可逆過程を通じ

逸（高い自由エネルギー，或は

にその特徴がある。

システムは，幾つかの下位の

ープが存在していることによ

ができるのである。即ち，「開

てエントロピーの産出も行う

負のエントロピーをもつ物質の

サブ・システムによって階層

っ

放

と

導入

的

に構成されている

システムにおいて

投入されるものと

である。即ち，シ

請されねばならな

（ ）

。宇宙そのものが巨大な階層

は，外部（環境）が想定され

するのである。その際，環境

ステムが有機体として存在す

いのであり，有機体は階層性

性を示しているのである。開

，外部から物質，エネルギー

は当該システムの上位システ

るためには上位のシステムが

において捉えられねばならな

放

が

ム

要

い



社

のである。階層性とは全体

ある。他方，有機体システ

在でもある。階層性は，シ

会経済学の基礎概念（高木）

と部分において情報の反復が

ムはそれ自体として一つの全

ステムの全体性を要請するの

行われるということで

体性を獲得している存

である。階層性，全体

性において特徴付けられる

分への情報の流れが存在す

的に見えるとしても，全体

して，機械的システムでは

部分の総和であり，線形性

サイバネティックス原

質をもつ機構が目的論的に

システムにおいては，部分か

る。それは有機体システムに

の中で統制されているという

，部分はそれ自体として存在

において捉えられているので

理。サイバネティックスとは

振る舞う基礎を明らかにする

ら全体へ，全体から部

おいては，部分は自律

ことである。これに対

しており，全体は単に

ある。

，フィードバックの性

ものである。サイバネ

ティックスは，フィードバ

れらによって，サイバネテ

機能を果たしうるのである

として包摂することにおい

バネティックス原理におい

ファースト・サイバネティ

セカンド・サイバネティッ

ック制御のあり方によって二

ィックス原理は，社会システ

。サイバネティックス原理は

て成り立つものである。現代

て捉えるようとする場合，第

ックスの機能によって，第二

クスの機能によって特徴付け

種類に区別される。そ

ムにおいて重要な調節

，機械原理をその一部

経済学の価値論をサイ

一次的価値の階層制は，

次的価値の階層制は，

ることができる。前者

は，新しい機械の作動原理

そこでは一定の程度におい

正が自己制御によって可能

的に相違するのである。こ

機として登場してくるもの

現代社会においては，経

であり，機械論的性格を持つ

てではあれ，誤差や誤謬の発

になっている点において，従

れに対して，後者は，経済主

である。

済は，「生きている」ものと

ものである。とはいえ。

生が許容され，その修

来の機械原理とは決定

体の意識性が重要な契

して捉えることが必要

である。「人間の顔をした暖

重要な問題であるが，その

論理が確立しておくことが

る」状態において捉えるた

済主体（個人，企業）が，第

（ ）

かい経済」を如何に創出す

前提として経済を「生きてい

重要であるといえよう。経済

めには，その経済システムを

一に，自己が自己である同一

ることができるのかが

る」ものとして捉える

システムを「生きてい

構成する要素である経

性を維持しているこ



とを機構的に明ら

ことが如何にして

済とは，単に生命

立命館経済学（ 巻特

かにすることである。第二に

可能であるのかが，明らかに

の自己保存の領域（負のフィ

別号２）

新たな秩序を自律的に創造す

されねばならないのである。

ードバック ファースト・サイ

る

経

バネ

ティックス）に属

の領域（正のフィ

と不可避的に結び

の経済システムの

捉えるためには，

性格を異にする二

マルクスの労働

するものではなく，文化的領

ードバックとフィードフォワード

付いているが故に，安定化と

進化が可能であったのである

正負のフィードバック制御と

様の制御機構を想定しなけれ

価値論は，経済を生命の自己

域にも属し，新たな発見，創

セカンド・サイバネティック

活性化，秩序化と動態化とし

。経済社会の動態を全機構的

フィードフォワード制御とい

ばならないのである。

保存の領域に限定することに

造

ス）

て

に

う

よ

って，人間が生き

スミスは，人間の

く，社会的意味に

経済的行為を促す

性への愛好」であ

経済的行為を支え

題の一つでもあっ

るための基本的な条件を解明

経済活動を，生命の自己保存

反応する欲望の領域によって

社会的日常意識の根底に宿

るとして，差異への欲求，即

ているとしたのである。それ

たのである。経済を「生きて

したのである。これに対して

の領域に属する領域のみでは

も説明しようとしたのである

るのは，「人間が自然にもつ差

ち社会的意味への欲求が人間

がスミスの『道徳情操論』の

いる」ものとして捉えるため

，

な

。

異

の

主

に

は，経済を「生命

という二つの領域

「ファース

フィードバック

成された値との間

次の行動のあり方

の自己保存の領域」と「社会

において構成されるものとし

ト・サイバネティックス ネ

制御とは，基準として設定さ

の誤差を測定し，その結果に

を決定していくという制御の

的意味に反応する欲望の領域

て捉える必要があるのである

ガティヴ・フィードバック制

れた値と現実の活動を通して

基づいて，現在の状態を検討

方法である。しかし，システ

」

。

御」

達

し，

ム

の状態は，一度修

の変動を反映して

いくために，フィ

ック制御には，ネ

（ ）

正すればそれで終わりという

，市場システムの状態（消費

ードバック制御は継続的に行

ガティヴとポジティヴの二つ

ことにはならない。様々な環

者の価値観等）が絶えず変化し

われることになる。フィード

がある。普通問題にされるの

境

て

バ

は，



社

ネガティヴ・フィードバッ

乖離した場合，そこで発生

いうことである。自己同一

会経済学の基礎概念（高木）

クである。それはある基準値

した誤差を修正するように情

性を維持することであり，生

から実際の行動結果が

報の制御が行われると

物の働きとしては，

キャノンの提起した

恒常性とは，生物が変動す

或は変動する内部，外部の

うな生物の自己調節機能に

自動制御機構を持つことで

・フィードバック制御によ

のは，誤差の発生を許容し

ホメオスタシス（恒常性維持

る条件に合わせて自身の体を

環境の中で，自身を安定させ

起因するものである。新しい

特徴付けられるのであるが，

るものである。それが従来の

，それを自らによって修正す

）がこれに該当する。

調整する生物の資質，

ることを可能にするよ

機械である は，

それはこのネガティヴ

機械と決定的に異なる

ることができるという

ことにある。しかし，所与

るという限りでは， と

『資本論』においては，価

性維持の機能を遂行してい

準に収斂する傾向をもつと

的価格変動の水準の変更を

水準の変動をもたらすので

の定常状態を維持するものと

言えども機械論的性格を持つ

格変動と産業循環の運動が

るのである。現実の価格水準

いうことである。産業循環の

伴うことが特徴的である。生

あり，その生産力水準の変更

して制御機構が作動す

と言える。

，経済システムの恒常

が価値に等しい価格水

運動の場合には，周期

産力水準の変化が価格

を惹起するものが，生

産過程における特別剰余価

る。新たな生産力水準を社

に展開する恐慌であったの

生産力水準における経済社

の際，重要なことは，産業

が惹起されるということで

値の獲得をめぐって展開する

会的なものとして確定する契

である。それは恐慌という暴

会の新たな秩序の形成の方式

循環を経過する毎に経済秩序

ある。

諸資本の競争関係であ

機が，強力的，暴力的

力的契機による新たな

であったのである。そ

の在り方に一定の変化

「セカンド・サイバネ

ポジティヴ・フィードバ

誤差を修正するのではなく

る。経済システムにおいて

（ ）

ティックス ポジティヴ・フ

ックとは，実際の行動結果に

，より拡大する方向に情報の

は産業循環がこれに該当する

ィードバック制御」

よって発生した乖離，

制御をが行うことであ

。ある商品に対する需



要が増大し，価格

が，その商品の供

「投資が投資を呼

立命館経済学（ 巻特

が上昇し，利潤が上昇すれば

給をより一層増加させようと

ぶ」という状況を造りだすの

別号２）

，より大きな利潤を求めて企

して新投資に殺到する。それ

である。逆に，商品の需要が

業

は

減

退し，価格が下落

なる。価格の下落

至り，恐慌が発生

果としてはシステ

資の増大，成長率

である。しかし，

り方を制御するこ

し，利潤が下落に転じた時に

は潜在的に進行していた過剰

するのである。このポジティ

ムの存立を脅かすに至るもの

の持続的上昇ということは，

新投資の増大が意識的制御で

とも可能である。そこに情報

は，企業は投資を控えるよう

生産のために全般化し，暴落

ヴ・フィードバック制御は，

である。利潤率上昇による新

永続性を持ちえないというこ

ある限り，意識的に新投資の

社会の経済活動を特徴づける

に

に

結

投

と

在

契

機を見い出すこと

「フィード

フィードフォワ

の状態を合わせる

は将来のあるべき

将来の期待に対す

ができるのである。

フォワード制御」

ード制御とは，あるべき状態

ようにシステムが自己を意識

姿，状態を想定して，現在の

る制御であり，予測による制

を予測し，その状態にこれか

的に制御することである。そ

状況を制御していくことであ

御のことである。将来に目を

ら

れ

る。

む

けて，そこから現

しているのである

かを問題にするこ

えることが重要に

ることが必要にな

人間が将来の出来

るのである。市場

在を考えていくことにフィー

。それは「場の状態」がこれ

とであり，そのために過去

なり，将来の想定されうる場

るのである。この「場の変化

事について一定の予測をもっ

システムを取り巻く環境が複

ドフォワード制御の特徴が存

からどのように変化していく

から現在までの「場の変化」を

をシミュレートしながら予測

」のシミュレーションこそが

て行動することを可能にして

雑になり，多岐にわたる状況

在

の

捉

す

，

い

の

下では，このフィ

ての不確定性がよ

なければならない

過去から現在まで

（ ）

ードフォワード制御の比重は

り大きくなることに対して，

からである。ファースト・サ

の進化，発展，学習の結果と

極めて大きくなる。未来につ

一定の予測の下で経済活動を

イバネティックスがシステム

して産出され，秩序化された

い

し

の

全



社

体のパターンを維持するこ

ィックスは，システムが環

し，再組織化（再秩序化）し

会経済学の基礎概念（高木）

とに用いられるのに対して，

境からの外的諸力を受たり，

ていくいわば進化，発展，学

セカンド・サイバネテ

既存の構造を自ら変更

習等の側面に用いら

れる。

企業において生産される

化したものである。その意

ミクロ・マクロ・ループ

商品は，企業の内部状態を一

味では，商品は，経済主体の

つのコードとして顕在

情報のキャリアの役割

を果たしているのである。

場において明確にされる。

評価の一部でしかないので

は，情報化された労働手段

うことにある。生産計画の

的に豊かな社会における経

場の情報は，個々の企業

その商品が社会において如何

しかし販売量と価格水準にお

ある。問題はそのような物理

においては生産計画を立案す

策定が質的と量的との二面に

済活動を特徴付けているので

からの情報の単なる加え合わ

に評価されるのかは市

いて示されることは，

的，計量的情報だけで

ることが出来ないとい

わたることこそが物質

ある。

せではなく，夫々の企

業がそれらの情報を整合的

されたものである。企業は

を出現するように努力する

企業の自律的な機能や情報

えるのである。市場の状況

変更させる。それは，企業

になるように変形しつつ統合

市場との間に共時的関係性（

。それを「引き込み」と呼ぶ

の発展に一定の全体的コヒー

の変化に対応して，各経済主

が生産する商品の変更であり

することによって形成

協調性が生成すること）

。場の情報は，個々の

レンス（整合性）を与

体は，その活動内容を

，企業が社会に発する

情報の変化である。重要な

市場の状況は新たなものへ

ことである。市場システム

乃至自己創出の性質（自己創

そうして決定される全体の

（ ）

ことは，この個々の経済主体

と変化し，その新たな状況に

では，個々の経済主体の活動

出ルール）が，全体の性質を

秩序構造における位置が個々

の情報の変更によって，

個々は対応するという

である関係の自己表現

決定するという面と，

の経済主体の活動の在



り方を決定すると

る。要素的情報に

前者は，単位当た

立命館経済学（ 巻特

いう面とがあって，両者が循

は，二様の情報が含まれる。

りの価格という物理的側面で

別号２）

環的に依存し合っているので

形式的情報と意味的情報であ

ある。後者は企業の社会への

あ

る。

メ

ッセージである。

ミクロ・マクロ

各経済主体から要

ある。市場システ

して「場」の情報

システムを

る情報である。問

そこにはその企業が社会的に

・ループにおいて，情報は二

素的情報が発せられることで

ムにおいて，各経済主体は，

を創出する。その「場の情

通して（素情報）収集される情

題は，市場の 囲気は，如何

果たすべき機能も含まれる。

様の循環運動を行う。第一は

あり，情報のボトム・アップ

無数の要素的情報を統合，圧

報」には二種類のものがある

報と，市場全体の 囲気を伝

に捉えられるのかということ

，

で

縮

。

え

で

ある。それは極め

断が客観化される

体は，主観的判断

らない。それは一

商品という媒体を

えるのであり，そ

ある。その情報の

て主観的にしか捉えられ得な

には，情報を循環させること

を客観化するために，自ら何

定の操作情報に基づいて商品

通して，発信された情報に対

の評価に対応して経済主体は

反復過程を通して，個々の主

いものである。その主観的な

が不可欠なのである。各経済

等かの情報を発信しなければ

を生産するということである

して，市場は，一定の評価を

新たな操作情報を創出するの

観的判断が客観化され，新た

判

主

な

。

与

で

な

市場秩序が形成さ

の特性が極めて重

おいて，単に物理

立しないというこ

のである。「場の

・ダウンである。

れていくのである。かくて，

要な意味をもつものといえよ

的，計量的側面において情報

とである。そこには情報につ

情報」は，各経済主体にフィ

「場の情報」に基づいて，操

情報循環において，情報の二

う。即ち，経済的行為，活動

を捉えるだけでは情報循環は

いての解釈，判断が求められ

ードバックする。情報のトッ

作情報が創出され，その新た

様

に

成

る

プ

な

操作情報に基づい

場への新たな情報

商品が市場におい

現象である。ここ

序のことであり，

（ ）

て生産計画が変更され，新し

の発信である。販売競争の関

て支配的になるのである。そ

で成立する生産価格とは，シ

一定の生産価格の生成は，企

い商品が生産される。それは

係を通して最終的に勝ち残っ

の根底に存在しているのが協

ステム内部で自己組織される

業間に「意味的に整合的な関

市

た

調

秩

係



社

性」ができたことを表現す

産価格を実現するのは，そ

いうことである。ミクロ・

会経済学の基礎概念（高木）

るものである。個々の商品が

の商品が社会的意味を担うも

マクロ・ループを通して，生

その販売において，生

のとして評価されたと

産と消費の間に因果的

関係ではなく，共時的関係

ムの動態を大きく規定して

する産業循環的変動が不可

と拡大が可能であったので

意味をなさなかったのであ

は，一種の波動として，循

経済システムの自己組織化

が生成するのである。それが

いるのである。機械段階にお

避であり，そのような様相に

ある。そこでは「場の情報」

る。これに対して，情報段階

環的に変動するに至るのであ

の在り方に大きな変容が生じ

情報社会の経済システ

いては，恐慌を画期と

おいてのみ経済の発展

いうようなものは全く

においては，経済活動

る。情報社会において，

ているのである。恐慌

という劇的な形態を回避し

て生成しているのである。

いるということである。情

れ自体は，市場システムそ

要課題を把握するというい

何に捉えるかという社会全

のである。

ながら，経済システムは持続

換言すれば，恐慌を伴わない

報社会における基本的な課題

れ自体から析出されたもので

わば先行的理解の結果である

体の 囲気，動向といった「

と発展のシステムとし

経済成長が実現されて

である地球環境問題そ

はなく，現代社会の重

。それは現代社会を如

先行的理解」によるも

市場という場において売

種のコミュニケーションが

り，売買行為はコミュニケ

の二様の特性を有するもの

解性志向の二つの側面にお

志向とは，社会全体の 囲

り手と買い手との間に，商品

成立する。市場はコミュニケ

ーションに基づく了解志向的

に他ならないのである。売買

いて捉えるのである。又，生

気を具体化することである。

と貨幣を媒介とする一

ーションの「場」であ

行為と合理性志向行為

行為を合理性志向と了

産行為の場合，了解性

経済主体の自律性が達成

発現するように，経済主体

情報を時々刻々と自己生成

経済主体相互の関係的な秩

新しい機能を発現していく

（ ）

されていくためには，環境変

が夫々自己制御することが求

することである。即ち，環境

序（コヒーレントな関係）を適

ことである。市場システムに

化の中で一定の機能を

められる。それは操作

からの信号に基づき，

切に創り出し，刻々と

おいて，拘束条件を生



成する機構とは，

会のことである。

ることによっての

立命館経済学（ 巻特

社会構造，生活世界という人

個々の経済主体の活動がシン

み経済システムの維持が可能

別号２）

々が日々生活している基層的

ボル的再生産において補完さ

となる。

社

れ

（ ）


